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りながら、経済学者のケネス・E ・ボールディング（Kenneth E. Boulding ）と建築




ボールディングは、1965年に「宇宙船としての地球（Earth as a Space ship）」を書き、
1966 年にワシントンで開かれた未来資源研究所で、「来るべ き宇宙船地球号の経済学




















こ のESD を推進する核 になる学校 とし て、 ユネスコスクールがある。ユネス










環境等と深刻なものになってきて、1974 年11 月、第18 回総会において、「国際理解、
国際協力および国際平和のための教育ならびに人権および基本的自由についての教育
に関する勧告」（Education for International Understanding, Co-operation and Peace




また、ブラジルのリオデジ ヤ・ネイロで開催された地球サミット （1992 年）におい
て「持続可能な開発」（Sustainable Development ）概念を提起七、ついに、2002 年、
南アフリカ共和国で開かれたヨハネスブルグ・サミットで、ESD （持続可能な開発の












宇土泰寛 ・川 野幸彦・松原 道晴／ESD （持続発展教 育）と社会科・理科教 育のっ ながり
の意識改革や学校組織運営の改革、カリキュラムや教育方法の変革も必要であり、ホ
ールスクールアプローチとしての教育実践が必要ともいえるよ
持続可能な開発は、ACCU  （Asia/Pacific Cultural Centre for UNESCO ） が“Tales
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地 球CO 持 続 的 発 展
大 陸 間 交 流 ネ ッ ト ワ ー ク
ブ ルキナフブソ支援交流プロジェクト
オ ース ト ラリ ア交 流 プ ロ ジ ェ クト
チ ェ コ 絵 画 交 流 プ ロ ジェ ク ト
宇宙船地球号カリキュラム
地球社会と私たち　　ES: （ ）　 地球環境と私たち
椙山地球子どもプロジェクトバ1 年生～6 年生）
































































































に は 共 通 点 が あ る 。 ま ず 一 つ 目 は 、 製 造 者 側 の 考 え や 意 図 が 明 確 に 示 さ れ て い る こ と
で あ る 。 二 つ 目 は 、 消 費 者 側 や 環 境 に 対 す る 配 慮 が あ る こ と 。 三 つ 目 は 、 高 品 質 性 を
目 指 す こ と で 企 業 も 環 境 も 維 持 で き 、 さ ら に は 従 業 員 の 意 欲 や 責 任 に つ な が る と い う
こ と が あ ら わ れ て い る こ と で あ る 。 資 料 か ら は 、 諸 産 業 に は 現 世 代 だ け で な く 将 来 世
代 に 対 す る 責 任 が あ る と い う こ と も 学 習 者 に 伝 え よ う と し て い る こ と が よ く わ か る 。
D く 「4. 情 報 化 し た 社 会 と わ た し た ち の 生 活 」　　 ＼
ご の 単 元 で は 、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ 、 新 聞 、 雑 誌 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 取 り 上 げ な が ら 、
各 メ デ ィ ア の 特 徴 や 利 便 性 や 不 利 益 性 な ど を 学 習 し 七 い く9 ）。
報 道 は
、
生 活 に お お い
に 役 立 つ が 、 情 報 被 害 と い っ た こ と も 起 き る 危 険 性 を は ら ん で い る と い う こ と を 伝 え
て い る の だ 。 そ う す る こ と で 、 学 習 者 に は 、 問 題 の 本 質 を 見 抜 く 力 や 批 判 す る 思 考 力
が つ い て く る 。 ま た 、P73 の 資 料 で は 、 学 習 者 の 生 活 は 、 情 報 に 囲 ま れ て お り 、 そ の
活 用 方 法 も い ろ い ろ と 考 え な け れ ば な ら な い こ と を 示 し て い る 。 つ ま り 、 こ の 単 元 で
は 、ESD-J の 掲 げ る 「 多 様 な 価 値 観 を 認 め 尊 重 し て い く 力 」 や 「 多 様 な 立 場 ・ 世 代 の
人 々 と つ な が り 学 ん で い く こ と の で き る 力 」 が 育 ま れ て い く と 考 え ら れ る 。
E: 「5. わ た し た ち の 生 活 と 環 境 」　　　　　　　　　　　　 ‥
こ の 単 元 で は
、
ま ず 「 ① わ た し た ち の 生 活 と 森 林 」 に お い て
、
世 界 遺 産 「 白 神 山 地 」
を 取 り 上 げ な が ら 森 林 （ 水 源 林 ） を 守 っ て い く こ と の 重 要 性 を 伝 え て い る10 ）。 こ の
学 習 か ら は 、ESD-J の 示 す 寸ESD で つ ち か い た い 価 値 観 」 の 中 に あ る 「 人 は 自 然 の
一 部 で あ る 」 と い う 考 え 方 を 認 め る こ と が で き る 。　　　　　　I　　　　　　　　 。　　　
ふ
ま た 、 「 ② 環 境 を 守 る わ た し た ち 」 に お い て は 、
鴨 川 に 対 す る 京 都 市 の 環 境 保 全 活
動 を 取 り 上 げ て い る 。 鴨 川 に お け るBOD 値11 ） の 推 移 や そ こ に 根 付 く 産 業 の 様 子 な
ど も 掲 載 さ れ て い る 。 そ の 後 に は 、 高 度 経 済 成 長 と 環 境 悪 化 に も ふ れ ら れ て お り 、 学
習 者 は 歴 史 的 な 背 景 を 知 る 。 そ し て 、P100 で は 、
「 地 球 温 暖 化 防 止 国 際 会 議1997 年 」
で 採 択 さ れ た 「 京 都 議 定 書 」 が 取 り 上 げ ら れ る 。 学 習 者 は 、 こ こ で 地 球 の 環 境 容 量 に




さ ら に 、
「 ③ 自 然 災 害 を 防 ぐ 」 で は
、
各 都 道 府 県 や 自 治 体 で 行 わ れ て い る 防 災 事 業
や 取 り 組 み を 取 り 上 げ な が ら 、 学 習 者 の 防 災 意 識 の 向 上 を 図 っ て い る 。 そ こ か ら 、
ESD-J の 掲 げ る 「 自 分 が 望 む 社 会 を 思 い 描 く 力 」 が 育 ま れ る と 考 え ら れ る 。
こ の よ う に 教 科 書 を 見 て く る と 、
前 述 のA ～C の よ う に
、
各 単 元 で 取 り 上 げ ら れ
る 資 料 を 通 し てESD の 考 え 方 を 探 求 さ せ る 場 合 と 、D の よ
引 こ 単 元 内 容 がESD に 関
わ る 場 合 と 、 さ ら に 、E の よ う に 単 元 全 体 がESD に 直 結 し て い る 場 合 が あ る こ と が
























































































したりするなどの学習が充実するよう配慮すること。（4）第1 章総則の第1 の2 及び

































































































宇土 泰寛・川野 幸彦・松原道晴／ESD （持 続発展教育） と社 会科 ・理科教育のっ なが り
である「宇宙船地球号カリキュラム」の開発を目指していきたい。そして、2014年
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